
算数・数学班 羽鳥 隆裕(中学校教諭)

【学習内容】問題場面を数学的な
表現を使って表す。

・数量の関係を図、表、グラフな
どの数学的な表現で整理しよう
とする生徒が増えた。

・条件不足の問題で解決に必要な
数量を考える。

・数量の関係を数学的な表現(図、
表、グラフなど)で表現する。

手

だ

て

成

果

数量の関係を数学的な表

現(図、表、グラフなど)で

表現する。

中学校数学における根拠を明らかにしながら問題を解決し、

説明できる生徒を育てる指導の工夫
－自力解決の場面での数学的な表現を生かして－

成果のまとめ
○生徒が自分の見通しを交流し、付け足しや修正し

たことで、根拠を意識しながら見通しがもてる生

徒が増えた。

○自分の解決の過程を既習事項を基に根拠をもって

説明できる生徒が増えた。

課題
○正しく問題を解決するための技能や知識について

は、継続した指導と定着が必要である。

○説明し合う時間の十分な確保と、説明するときや

聞くときのポイントを今後も指導していく必要が

ある。

＜生徒の実態＞

○問題をどう解いて

いけばよいのか分か

らない。

○問題は解けるが、

どう説明

したらよ

いか分か

らない。

【学習内容】使えそうな既習事項を考え、
記述し交流して、自分の見通しに付け足
しや修正をする。

・等しい数量の関係を言葉の式で表す。
・言葉の式について、隣同士で説明し
合い、自分の見通しに付け足しや修
正をする。

手

だ

て

・等しい数量の関係を見つけ、言葉の
式に表すことにより、正しい方程式
を立てられる生徒が増えた。

成

果

等 し い 数

量 の 関 係

を見つけ、

言 葉 の 式

で 表 し 、

説 明 し 合

う。

【学習内容】問題の根拠を明らかに
しながら解決し、隣同士やグルー
プ内で説明する。

根拠を言葉や式で記述し、
説明する。

・解決の過程や結果の根拠を
言葉などで記述する。

・解決の過程や結果の根拠を
隣同士やグループ内で説明
する。

手

だ

て

・自分の解決方法に自信がも
てたり、よりよい解決方法
に気付いたりできる生徒が
増えた。

成

果

１ 問題を把握する場面１ 問題を把握する場面

２ 見通しをもつ場面２ 見通しをもつ場面

３ 解決して、説明してみる場面３ 解決して、説明してみる場面【目指す生徒像】

根拠を明らかにしな

がら問題を解決し、

説明できる

生徒
 

 


